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（番号灯）

第三十六条 昭和三十五年三月三十一日以前に製作された自動車については、保安基準第

三十六条の規定並びに細目告示第四十九条、第百二十七条及び第二百五条の規定にかか

わらず、次の基準に適合するものであればよい。

一 自動車の後面には、夜間後方二十メートルの距離から自動車登録番号標、臨時運行

許可番号標、回送運行許可番号標又は車両番号標の数字等の表示を確認できる灯光の

色が白色の番号灯を備えなければならない。但し、最高速度二十キロメートル毎時未

満の軽自動車及び小型特殊自動車にあっては、この限りでない。

二 番号灯は、運転者席において消灯できない構造又は前照灯若しくは前部霧灯のいず

れかが点灯している場合に消灯できない構造でなければならない。ただし、道路交通

法第五十二条第一項の規定により前照灯を点灯しなければならない場合以外の場合に

おいて、前照灯又は前部霧灯を点灯させる場合に番号灯が点灯しない装置を備えるこ

とができる。

２ 次の表の上欄に掲げる自動車については、前項の規定のうち同表の下欄に掲げる規定

は、適用しない。

自動車 条項

一 昭和三十五年三月三十一日以前に製作された軽自動 第一号

車

３ 平成十九年九月一日以降に指定を受けた型式指定自動車以外の自動車については、細

目告示別添五十二３・23・の規定は、適用しない。

４ 平成十八年一月一日から平成二十三年二月六日までに製作された自動車及び国土交通

大臣が定める自動車については、細目告示別添五十二３・７・１・、３・22・及び３・

23・の規定にかかわらず、道路運送車両の保安基準の細目を定める告示の一部を改正す

る告示（平成二十一年国土交通省告示第七百七十一号）による改正前の細目告示別添五

十二３・７・１・、３・22・及び３・23・の規定に適合するものであればよい。

５ 保安基準第三十六条第三項及び細目告示第四十九条第二項ただし書の規定が適用され

る自動車のうち平成二十一年七月二十二日から平成二十三年二月六日までに法第七十五

条の二第一項の規定に基づく装置の型式の指定を行う場合については、協定規則第四十

八号第四改訂版補足第二改訂版の規定にかかわらず、協定規則第四十八号第四改訂版補

足改訂版の規定に適合するものであればよい。

６ 保安基準第三十六条第三項及び細目告示第四十九条第二項ただし書の規定が適用され

る自動車のうち平成二十一年十月二十四日から平成二十四年十月二十三日までに法第七

十五条の二第一項の規定に基づく装置の型式の指定を行う場合については、協定規則第

四十八号第四改訂版補足第三改訂版の規定にかかわらず、協定規則第四十八号第四改訂

版補足第二改訂版の規定に適合するものであればよい。

道路運送車両の保安基準第２章及び第３章の規則の適用関係の整理のため必要な事項を定める告示
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